
2010 年度 収支報告明細書 （１月１日～１２月３１日） 

支出の部 ≪敬称略≫               ＝No.１＝ 

交通費・ガソリン代 0円 代表会社の所有車の為ガソリン代は寄付 

コインパーキング代 6,500円 路上駐車の取り締まりに対処 

高速代・タクシー代 12,520円 山梨多頭飼育現場への往復・里親様宅訪問（埼玉） 

トライアル時・出張訓練・相談室開催 等   

電話・ＦＡＸ費 26,971円 ソフトバンクテレコム 

H.P.管理費 78,750円 エフシンク：￥47,250 アグゼム：￥31,500 

IsCOM接続費 69,825円 TV情報収集：メールアドレス運営・管理費 

インターネット維持費 23,880円 サーバー管理更新：ＮＴＴコミュニケーション 

保護犬ケア・医療費 12,369円 シャンプー・ノミダニ駆除剤・健康診断 

保護犬預託費・訓練費 9,000円 DLP：9日間の宿泊訓練付（山梨保護犬：マリー） 

チャリティーグッズ仕入 ≪法人会員様の特選商品の仕入れ≫ 

合計： 316,892円 消毒剤・【P.C.Sジャパン】馬肉フード【ＳＥＮ】 

  シャンプー剤：【シルバーハーベスト】・犬具等 

  犬おやつ【Lets Dog】・デオシャワー：【荏原製作所】 

  犬用ヒバベッド：【犬ごころ】・狼犬グッズ【HERO】  

湯の花・温泉水:【国見温泉：森山荘】・犬用トイレ 

本（啓発活動用） 7,930円 『命の教室』『犬と命』『犬の行動学』・その他 

他団体への会費 6,000円 『地球生物会議』1年分：犬界資料収集の為 

交際費 39,060円 いつも格安の料金でお世話になっている動物病院 

・スクール等へのお礼・犬用供物・献花・その他   

通信費 6,752 円 切手,はがき,案内や収支・活動報告などの郵送費 

雑費 41,980円 コピー・ 印刷用紙・トナー・文房具 等 

手数料 1,890円 振込手数料 

宅配費 １5,068 円 他の保護団体への支援物資発送 

支援物資費 48,038円 『山梨多頭飼育現場』：洗剤・缶詰・衛生用品・『鹿嶋市の

多頭飼育現場』食品・備品・雑貨等 

保護犬用食器（池ワン）・『しっぽの仲間』 

車両：修理・改造費 65,450円 啓発活動用拡声器搭載費用 

『山梨県都留市多頭現場移送用車両』寄贈：  209,937円（税込） 

支出合計     ９９８，８１２円 

   

            

           

          



2010 年度  収支報告明細書 （1 月 1 日～12 月 31 日）       

収入の部 ≪敬称略≫ No.１ 

入会金：個人：入交・石塚・中川・黒田・杉山蘭子・富谷・山口里美・清水レオニー 

1口：1,000円×３３＝33,000円  

 高貴子・小倉・杉山和子・清水久栄・浅見武雄・渡辺・加藤宣寿・波部和弘・ 

大野・高木・西田・直江・三田・パトラ・小島・佐藤（タクト）・渡辺竜子 

ブッシュ秀子・榎添恵子・渡邉芳子・荒川佳子・簗場（３口）・池田羽美 

入会金：法人：国見温泉・荏原実業・ ポチたま霊園・ U.P.C（うちだペットクリニック） 

1口： 3,000円×４＝12,000円  入会金合計 ３７件 45,000円 

年会費：新規年会費（個人×３３＋法人×４）＝３７件 計 112,550円 

年会費：継続支援会員 苅草・小川・中野・森下・尾塚栄美・田浦・横山弘美・大川・ 

占部・高橋（HERO）・加籐（埼玉）・石井友・中山・角・  

栗阪・山岸・小川美知子・岸・吉野（２口）・石原・金勢・ 

西川京子（W・リバー）・西村啓子 

１９人× 3,650 円 = 69,350円 5人 = 30,300円 計 = 99,650円 

＊２００９年に２０１０年度分納入済み：西村（伊那市）・東方美千代・犬友（法人）   

チャリティーBOX ：P.CSジャパン 2,359円 

 ：ワタナベ獣医科医院 5,868円 

 ：バーディ―（代官山 SHOP） 18,666円 

 ：レゾン 2,795円 

 ：Ｄｒ．オザワ 1,538円 

 ：てらだ動物病院 29,955円 

 ：ながさわ動物病院 47,486円 

 ：スリーエフ（鷺沼駅前店） 51,530円 

 ：クマキッチン（駒沢） 7,290円 

 ：CROCHET加賀美智佳 Otty 6,795円 

 ：スマイルワン（ショップ 2店） 13,479円 

 ：:2月 4日（代表:岸一）寄付 25,600円 

 ：AMS（アニマル・メディカル・ステーション） 22,585円 

 ：カフェ・シアン（逗子） 2,717円 

 ：hick hick （逗子） 9,248円 

 ：SEN：梅野真一（SHOP） 10,000円 

 ：DLP:世田谷サロン 5,215円 

 ：DLP目黒校 7,708円 

 ：DLP梶ヶ谷校 3,734円 

 20件  合計 274,568円 

    

                          



収入の部  ≪敬称略≫ No.2 

寄付金一般： 及川ヨシコ・入交眞巳・高田邦子・中川・石塚・高貴子・ 

 勝家（PCS）・加藤理沙・佐藤（タクト）  合計 199,800円 

チャリティーグッズシール販売： SEN（馬肉フード） 8,725円 

利子（ゆうちょ銀行）：  168円 

チャリティーグッズ売り上げ：   

 バイオチャレンジ（犬用消毒・消臭剤）：  113,400円 

 デオシャワー： 56,750円 

 犬用ヒバベッド：  74,025円 

 犬用オヤツ： 53,657円 

その他・チャリティー販売：  

 本・ミスト・AP24（犬歯用）・チャリティーBOX 合計 36,135円 

里親“幸せ家族探し”紹介・出張サポート費： 合計 88,800円 

高木・渡辺・ 西田・山梨県（保護犬：マリー）松尾（出張）・佐藤（タクト）・パトラ（狼犬） 

          一般収入 総合計  1,163,228円 

           前年より繰越金   102,557円 

            支出 総合計   998,812円 

        ―――――――――――――――――― 

収支合計  266,973円    

   【別口】         

≪Save the Dogシェルター設立 2016基金≫への寄付 

① 加藤 宣寿：\30,000 ② チャリティーパーティ－より 65,000円寄付  

 合計  95,000円 

＊2016年までの 5年間まで継続していきます。詳細は HP or別紙にてご覧下さい。             

設立準備基金：600万円：年間＝120万円：月間＝10万円が目標です 

＊ この度の様な大災害緊急動物避難所の受け入れが困難な事態にも一早く対応できる

Save the Dogシェルターの設立を急ぎます。犬１頭の必要緒経費実費は人件費を除い

ても 2,000円～3,000円になります。どうか皆様の出来る限りの資金サポートをお願い致

します。（別紙に続きます。） 

 

 



【お詫びと御礼】 

2010年度の各報告書･資料等の配布が大変遅延致しましたことを深くお詫び致します。 

 

  皆様のお陰をもちまして 2010年度活動も初年度同様なんとか黒字に漕ぎ着けました。 

  前年と同じく様々な困難にもぶつかりましたが『殺処分ゼロ』『1頭でも多くの不幸犬 

  を救え』の目標に一歩近付きました。特に、前半の 2010年 Savethedog緊急募金第 

  一弾の“冬が来る前に・・・”の山梨県多頭飼育現場への車両寄贈の実現については、 

  不況な社会情勢にもかかわらず、ひとかたならぬ温かい資金支援を頂き本当に有難う 

  ございました。その後、多頭の犬達は飢えもなく、山奥の 2か所の飼育場で過ごして 

  いるそうです。後半は、“家庭犬側”の悩みを少しでも減らせるアドバイスをと言う、 

  目的で相談会を増しました。“高齢犬への配慮”“多頭飼いの工夫”“飼う前の心構え”    

  等の相談が比較的多く寄せられました。“幸せ家族探し”も良縁を頂きました。 

 

活動報告のトピックスの狼犬：セバスチャンに関しては、一度は放棄を懇願した飼主 

が、再び悪環境へ強引に連れ去ると言う事態を阻止しきれなかったことは非常に悔や 

まれます。特殊な犬種だけに悪質・非常な人間の不幸ルートに出会わないことを祈り 

続けております。性格のとても良い子で普通のおっとりした“大型 MIX犬”でした。 

里親さんの有力候補の方も近くにいらしゃったので、重ね重ね、悔やまれます。 

 

 

＝2011年度の主な活動目標＝ 

❶ ≪Save the Dog シェルタ―設立～2016基金≫の支援活動 

＊欧米型のプロスタッフ運営によるモデルドッグシェルタ－設立を目指す。 

❷ 被災犬達の“幸せ探し”のための支援活動をする。長期活動！！ 

①とリンク出来れば最高です。 

❸ 老犬介護・病犬看護・大型犬との生活相談会  

❹アニマルポリスの設置準備活動：地区単位に規制の必要性を訴えていく。 

 

1日 10円、1 ヵ月 300円、1年 3,650円の“つもり募金は大変好評を頂いております。 

会員の皆様と DLP様の力強いバックアップを頂きながら 2011年も頑張ってまいりますので

引き続き変わらぬ御支援をどうかよろしくお願い申し上げます。                      

 


